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東京工科大学応用生物学部　皮膚進化細胞生物学研究室

松 井  毅 

1. 東京工科大学応用生物学部　食品・化粧品専攻　化
粧品コースについて

東京工科大学は1986年の開学以来，「生活の質の向
上，技術の発展と持続可能な社会に貢献する人材を育
成する」を基本理念に掲げてきた理工系総合大学です
（https://www.teu.ac.jp）。その歩みは，「実社会に役立つ
専門の学理と技術の教育」，「国際的な教養，豊かな人間
性，高い倫理性と創造性の教育」，「先端的研究を介した
教育とその研究成果の社会還元」，「理想的な教育と研究
を行うための理想的な環境整備」，という理念に支えら
れています。これらの理念に基づく本学の教育では，教
養学環における国際的な教養の修得と豊かな人間性の形
成，学部専門教育において実学に基づく専門能力を身に
つけることを目標としています。
皮膚進化細胞生物学研究室（https://takeshi-matsui-lab.

bs.teu.ac.jp）が所属する，応用生物学部　食品・化粧品専
攻の中の化粧品コースは，皮膚・毛髪と化粧品の学修・
研究に，専門的に取り組む専攻です。美白・抗老化・育
毛などの有効成分に関する分野と，化粧品の開発分野を
体系的に学ぶことができます。化粧品コースは，化粧品を
学術的に学修および研究するコースであり，従来の化粧
品に関する基礎知識や処方技術に加えて，未来の化粧品・
美容関連製品の開発につながるコンセプトや最先端の研
究内容についても学びます。八王子郊外の自然豊かな丘
陵地に位置するキャンパスは，美しさと同時に最先端の機
器が整備され，「理想的な教育は理想的な環境から」とい
う理念が実現された環境となっています（Fig. 1, 2）。

2. 皮膚進化細胞生物学研究室について

2021年より始まった私達の研究室は，現在4年生が
10名，修士課程1年生が4名所属しており，それぞれの
独自の研究テーマがスタートしています（Fig. 3）。化粧
品コースには，大学入学前から，皮膚科学に強い興味を
持っている学生が多く，授業や実習では，皮膚科学に対
する熱意を感じることが多くあります。皮膚表皮角層バ
リアの研究を通して，化粧品分野や皮膚科学分野のみな
らず，あらゆる分野で活躍できる人材育成を行おうとし
ています。

3. 角層バリアと進化について

美しい皮膚組織の造形は，機能と形態の美しさを併せ
持っている不思議な魅力があります。これまで，皮膚表
皮の最表面にあり，死細胞の堆積物からなる角層バリア
がどのように形成されるのかを，細胞生物学的・進化生

  

研究室紹介

Fig. 1. 東京工科大学片柳研究所棟．当研究室がはいる研
究室と講義室，実習室がある片柳研究所，共焦点
顕微鏡や電子顕微鏡などの共通施設も充実してい
ます．

Fig. 2. 東京工科大学八王子キャンパス． 研究室（5F）か
らのキャンパスの眺望，昼休みには，美しい庭の
側のベンチで学生さんが談笑しています．左に見
えるのが飲食店が入る FOODS FUU.
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